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  令和５年度 本地連区自治会役員、町内会長紹介 

 

令和５年度の本地連区自治会役員、町内会長は以下の通りに決定しましたので、ご紹介し

ます。自治会活動、町内行事、地域の相談、要望等がありましたら、自治会役員、町内会長へ

お願いします。 

本地連区自治会役員 

 
 

 

   

   

 

 

 

 

 

 

≪ 本地連区町内会長 ≫  

１．東本地町１・２・３丁目 

２．駒前町 

３．山の田町 

４．坊金町（北） 

５．坊金町（南） 

６．井戸金町 

７．坂上町（東） 

８．坂上町（西） 

 

          令和５年度活動方針  矢野 行広自治会長 

 

令和 5 年度は、前年度に引き続き『安全・安心の町づくり』をより推進するとともに、
ふれあいの場づくりに力を入れて行きたいと考えています。 

一つ目は、防犯灯の LED 化は令和４年度に完了しましたが、犯罪を減らしていくため
に、本地地区ではまだ暗い場所があるため、新規取付を進めていきたいと思います。 

２つ目は、防災訓練については、毎年同じことを実施しているとの声もありますが、
毎年繰り返し実施することにより、隣近所とのコミュニケーションがとれるとともに、
災害発生時に役にたつと考えています。 

三つ目は、秋の例大祭及び本地会館祭りについて、令和４年度は縮小して実施しまし
たが、令和５年度はふれあいの場として、楽しい内容で実施したいと思います。 

最後に、自治会の加入率が低下傾向にありますが、加入率を向上することにより、本
地連区の活性化につながると思いますので、皆様のご協力をよろしくお願いします。 
 

 

９．小坂町 

１０．西本地町 1 丁目 

１１．西本地町 2 丁目 

１２．西原町 1・2 丁目 

１３．高根町 1 丁目  

１４．高根町 2 丁目 

１５．高根町 3 丁目 

矢野  修 

伊豆原 宏幸 

加藤 文夫 

浅井 孝紀 

澤田 泰久 

小原 孝一 

加藤 守将 

森島 美佐代 

大澤 和弘 

山下  護 

大澤  満 

小島 正彦 

小島 正樹 

石田 正人 

本田 秀樹 

 

・本地連区自治会会長（再任） 

・本地連区自治会副会長（再任）   

・本地連区自治会副会長(再任) 

・本地連区自治会参与（再任） 

矢野 行広 

柴田  清 

井上 正司 

松原  樹 

西原町 

西本地町１丁目 

西原町 

東本地町 

 

矢野会長 柴田副会長 井上副会長 

(館長兼務) 

   松原参与 
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アートチャイルドケア瀬戸幡山西保育園だより 
早いもので今年度も残り僅かとなりました。この一年で大きく成長した子どもたちの姿を嬉しく、

頼もしく感じているこの頃です。来年度へ向けみんなで少しずつ準備をしながら、残りの日々も

楽しく過ごして行きたいと思います。 

 みかん組(2 歳児)では、お絵描きを楽しむ姿が多く見られます。進級時は、なぐり書きをした

り、好きなクレヨンで紙に色をつけたりして楽しむ姿が見られましたが、最近では「せんせいみ

てみて！」とクレヨンを使って好きなキャラクターや動物を描く事が出来る様になり、成長した

姿を感じます。4 月からは、幼児クラスになり、絵の具やはさみ等の様々な道具に触れながら制

作の楽しさを味わってもらいたいと思います。 

 ぶどう組(3 歳児)では、食育体験の中で「石垣餅」作りに挑戦しました。アートチャイルドケ

アの園では、子どもたちに各都道府県の郷土料理の味を楽しんでもらいたいという狙いから月一

回のペースで給食やおやつの中で郷土料理を提供しています。石垣餅は大分県の料理でさつまい

もと小麦粉を使った素材の味を生かしたメニューでした。子どもたちも自分で使った喜びもあり、

いつも以上に完食する姿が見られましたよ♪ 

 2 月 18 日(土)に幼児クラスを対象に生活発表会を開催しました。ぶどう組は、歌の「手のひ

らを太陽に」、バナナ組(4 歳児)は、オペレッタ「ピノキオ」、メロン組(5 歳児)では、オペレッタ

「さるかに合戦」を題材に行いました。各クラスの背景や小道具は全て子ども達の手作りでした。

昨年、コロナで発表会が中止してしまった事もあり、日々の練習では、いつも以上にやる気一杯

の姿が見られましたよ。本番は、たくさんのお家の人に観てもらった事で緊張する姿が見られま

したが、どのクラスも一丸となって無事成功させる事が出来ました☆ 

 来年度もどうぞよろしくお願いします！ 

 

 

 

 

 

第 12４話 
養 蚕 

本地ではかって、煙草栽培が盛んであったが、やがて収益の良い養蚕へと移行していった。 

昭和７年から１３年が最盛期で、約１００件の養蚕農家があり、組合を組織していた。 

農協に指導員がいて、時々農家を廻り指導に当たっていた。お蚕さんを飼っているときは、

家の中にザルを吊り上げたりして寝場所がないほどであった。春蚕（４～６月）、夏蚕（７～

８月）、秋蚕（９～１０月）の３回飼育していた。 

 


